
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際にやってみる学習は、五感を通して学ぶことができ、より

学びが広がり深まるように思います。1 年生は、行ってみたい場

所を自分で決めての学校探検でした。「これは何ですか」と丁寧な

言葉で質問するなどマナーも身に付ける学習になりました。4 年

生は、宝満川浄化センター出前授業、社会福祉協議会の協力によ

る車いす体験など、専門家の方々から学ぶことで、より興味関心

を持ち、学びを自分事にできていました（教師も勉強になります）。

5 年生は、今年も農業委員会、産業振興課等の皆様のおかげで米

作りを学ぶ貴重な経験ができています。 

【５年：田植えの体験学習 苗を植える

コツがつかめてきたよ】 

「いじめについて・教職員の指導に関する保護者アンケート」へのご協力ありがとうございました。結果は

次のとおりです（回収率 97％）。 

(１) いじめを受けていると思う ７名  受けていると思ったことがあるが最近は思わない ９名 

いじめを見たり聞いたりしたことがある 1４名 （昨年度よりいずれも減） 

内容は、体のことでからかわれるなど言葉で嫌な思いをしたことが主でした。友達から厳しく注意さ

れる等同等な関係であるはずの友達からきつい言い方をされることも傷つく要因となっていることが分

かりました。内容に応じ、担任が話を聞いたり、管理職がおうちの方に電話等でお話を伺ったりして対

応しています。 

法的ないじめの定義は「受けた児童が精神的な苦痛を感じて」いたら、いじめとなります。「何気ない

言葉で傷つくこともある。何をもっていじめとするのか難しい」という保護者様の記述のように、同じ

事象でも、受け止め方で変わります。基本は『自分がされて（言われて）嫌なことはしない』と考えま

す。また、嫌なときは嫌と言えるような「表出の力」を身に付けさせることもいじめ回避に通じます。

学校全体でも指導を継続してまいります。 

(２) 体罰・行き過ぎた指導を受けたことがある 7 人  

  子供に伝わるよう、言葉遣いにも気を配り指導に当たっていきたいと思います。一方、他の子が注意

されていることに反応し、委縮したり自分がつらい気持ちになってしまう、感じやすい繊細な子供たち

への配慮も今後の課題です。 

基山町立基山小学校 学校だより 

      第６号 令和４年 ７月 ７日 

             ☎92-2431 文責 校長 福山 信代 

学校教育目標「きたえ  やりぬき まなびあう」 

    ～心も体も元気で前向き 基山っ子 明日も行きたい！基山小～ 

 

 

学校教育目標「学び確かに 心豊かに 体たくましく」   基山町宮浦４１番地  電

話 92-2431   校長 江口陽子  

基山小学校だより  No,１ 

校 長   岩 橋  進 

誰にとっても、明日も行きたい！基山小に～いじめ・指導に関するアンケートより～ 

→続く 裏面もご覧ください。  
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専門家に学ぶ 体験を通して学ぶ 

【１年：わくわく 校長室を探検中】 
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基山小学校ホームページ  

https://www.education.saga.jp/hp/kiyama-e/  

夏休みの「登校日」はオンラインで！ 

オンラインミーティング日時決定 

8 月 1 日(月) 
※クラスごとの開催です。 

※各学年の開催時刻など詳細につ 

いては、後日、各学年や担任か 

らお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

通学路合同点検をしました 

学校だよりカラー版、学校の近況、各学年の

たよりや様々なお知らせをアップしています。 

町の教育学習課、住民課、鳥栖警察署、該当地区

の区長様、安全なまちづくり推進協議会委員様、小

中ＰＴＡ、学校、たくさんの方々で、通学路の危険

箇所を回って点検・協議をしました。通る子供とそ

こに住まう住民の方々の安全と利便性、道路規則等

をすり合わせ前向きに対応策を出していただきま

した。暑い中、子供たちの安全を最優先に考え歩き

回ってくださった地域の皆様に感謝いたします。 

最後に、警察署の方から、「ハンドサイン（横断

時、手を挙げるなど）を大人が率先してやってほし

い、子供はその姿を見てまねていくから」と話され

ました。私たち大人の姿を子供たちは見ています。

日頃から私たち大人が、交通マナーを守ることが、

子供たちを育てると再認識しました。 

 (３) その他   

日頃の指導への感謝、マスクを外す指導強化について、参観日での保護者の私語について、オンライン

ゲームでの仲間外しについて（機器の使用が、保護者の監視下にあることが大切）、運動会の表現種目に

ついて、金融や性教育の講座の開催について、学校の働き方改革に関するご意見等を頂きました。今後の

指導や学校運営に生かしてまいります。 

7 月 14 または 15 日、ご家庭にタブレット

を持ち帰ります。タブレットは何より水に弱い

そうです。雨または降りそうならば傘の準備を

お願いします。 

いじめを生まないためにも、子供たち一人一人の自己肯定感・

自己有用感を高め、自分や周りの人を大事にしようという気持ち

を育てることは大切です。 

道徳の授業は、その一助となります。「ふれあい道徳」とは、

保護者や地域の皆様と共に道徳について考えようという取組で

す。6月の授業参観でも、多くの学級で道徳の授業を実施し、参

観していただきました。写真は、2 年生。「してはいけないこと

は勇気を出して伝えることの大切さに気付き、よいと思うことを

進んで行おうとする心を育てる」学習でした。 

5年生は、県青少年育成県民会議の出前講座「ひまわり講座（ス

マホ・ケータイ安全教室）」を 2 年ぶりに開催できました。親子

で情報モラルに関する話を聴き、ネットのよさ、こわさを正しく

知る機会となりました。ネットの世界は、進み方が目まぐるしく、

大人の方がついて行けない部分もあり、その隙間で子供たちが危

険に巻き込まれることも。今回、参観日の機会に、おうちの方も 

一緒に聴いていただけたことに意味を感じました。 

【２年：ふれあい道徳 人物の気持ちになっ 

て考えました】 

【５年：ネットとの関わり方を学ぶひまわり講座】 

いじめの抑止！豊かな心を育てたい 「ふれあい道徳」の取組 

https://www.education.saga.jp/hp/kiyama-e/

